
令和２年度 第２回長浜市入札監視委員会 会議録（要旨） 

 

日 時 令和３年３月２９日（月） 午後２時から午後４時３０分まで 

場 所 長浜市役所本庁舎５階 第５－Ｄ会議室 

会議の公開・非公開の別 非公開 

出席者 
委員 水原渉委員長、須永知彦委員、田嶋明日香委員 

事務局 久保田契約検査課長、谷沢副参事、主馬主幹 

 

議題（１）入札及び契約手続きの運用状況の報告について 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

① 直近までの落札率の状況 

平成２６年度から直近（令和３年２月末）までの落札率について説明 

 

（特に、意見・質問なし） 

 

② 令和２年１０月から令和３年２月までの入札執行状況 

下記の資料により、入札執行状況を説明 

・入札方式別発注工事等総括表 

 （工事９６件、工事関係委託業務８件、プロポーザル方式１件） 

・入札方式別発注工事等一覧表 

 （各案件の発注方式、工事・業務種別、契約相手方、落札率等の明細） 

 

 「くじ」により落札者決定というのは、よくあることですか？ 

 

 土木系の工事や測量業務については、最低制限価格で複数者の応札があるというこ

とはあります 

 落札候補者が２者以上ある場合は、「くじ」により決定します。「くじ」は、電子入

札システム上において自動的に執行されます。 

 

（その他、特に、意見・質問なし） 

  

③ 入札参加停止等の運用状況 

 入札参加停止措置の運用状況の一覧表により説明 

（対象案件：６件、対象業者：１２者） 

 

 契約締結後に参加停止措置の対象となった場合は、どうなるのですか？ 

長浜市の事業に影響は無かったですか？ 



事務局 

 

 

 

 

 

 

契約締結後に参加停止措置の対象となっても、その契約自体は有効です。 

 医薬品卸３者の停止措置については、病院事業において、令和２年度下半期分の単

価契約を締結済みでしたが、納品について影響はありませんでした。 

 建設コンサルタント１者については、滋賀県が国庫補助金を返還し、補強工事の費

用を当該事業者が負担しました。 

 

（その他、特に、意見・質問なし） 

 

議題（２）入札方式別発注工事等一覧表からの抽出事案の審議について 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

（須永委員から、案件抽出の経過について報告） 

 

① 木之本西幹線投入点（１８）接続工事（南浜第１工区他） 

 【土木一式工事：一般競争入札（事後審査型）】 

（資料に基づき、概要説明） 

 

 失格者と予定価格超過者がともに多いが、何か要因は考えられるか？ 

 

 施工延長が長いことから推進工の日進量の相違が影響して、応札額にばらつきが出

たものと推察されます。 

 推進工が主な下水道工事の場合、応札額のばらつきが大きくなることが多いです。 

 

 地盤調査のデータは、応札者に提供しているのか？ 

 

 地盤、土壌調査のデータは、発注時に示しております。 

 

（その他、特に、意見・質問なし） 

 

② 橋梁（三条橋他）補修工事 

 【橋梁上部工事：一般競争入札（事後審査型）】 

（資料に基づき、概要説明） 

 

 参加資格要件を満たす業者は、何者あったのか？ 

 

 市内本店２者、県内本店８者、県内営業所５者、計１５者でした。 

 

 １者しか応札が無かった理由として考えられることは？ 



事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 国、県を含め各自治体が橋梁補修工事を発注しており、発注時期が９月末というこ

ともあり、多くの事業者は既に他の工事を受注済みであったのではないかと予想され

ます。 

 

 早期に発注していたら、もう少し違う応札結果になっていたかもしれない？ 

 

 事業者としては、市・町の工事より国・県の工事を優先的に取りに行く傾向があり

ますので、早期発注しても状況が大きく改善することは無いかもしれません。 

本市としては、今後も橋梁補修工事が継続的に発注される状況にあることを事業者

に周知し、橋梁上部工事を希望とする事業者が増えるよう努めます。 

 

（その他、特に、意見・質問なし） 

 

③ ウッディパル余呉森林文化交流センター屋根等改修工事 

【建築一式工事：一般競争入札（簡易型）】 

（資料に基づき、概要説明） 

 

 落札率が高く、再度入札の辞退者及び予定価格超過者が多い結果だが要因は？ 

 

 改修する屋根の形状が特殊であること、積雪時期に工期が重なること、施設開館の

都合から現場施工時期を指定していたこと等から、積極的な応札が無かったのではな

いかと推察されます。 

 

 工期が積雪時期であることについて、予定価格の積算に反映されるのか？ 

 

 以前は豪雪補正等を適用する場合もありましたが、本件については、工期が冬季で

あることについての設計上の補正はしておりません。 

 

（その他、特に、意見・質問なし） 

 

④ 公共汚水ます舗装復旧工事（質問により、設計違算発見。入札中止。） 

  公共汚水ます舗装復旧工事（質問により、設計違算発見。入札中止。） 

  公共汚水ます舗装復旧工事【舗装工事：一般競争入札（簡易型）】 

（資料に基づき、概要説明） 

  

「設計違算に関する事務取扱要領」に則れば、入札手続を続行できたケースか？ 



事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 来年度であれば、入札中止とせずに入札手続を続行できたケースにあたります。 

 

（その他、特に、意見・質問なし） 

 

⑤ 市道穴師踏切線他消雪設備工事 

【給排水冷暖房工事：一般競争入札（簡易型）】 

（資料に基づき、概要説明） 

 

 落札率が高く、全ての参加者の応札額が近しいが、考えられる理由はありますか？ 

 

 メーカーから見積徴収することで、市場価格を反映した予定価格の設計をできたこ

とが要因ではないかと考えられます。 

 

（その他、特に、意見・質問なし） 

 

⑥ 長浜市農業集落排水施設最適整備構想策定業務委託 

【建設コンサルタント（下水道部門）：一般競争入札（事前審査型）】 

（資料に基づき、概要説明） 

 

 機能診断調査業務を外して、再度公告入札を実施したということですか？ 

 

 １度目の３回の入札の結果を受けて、業務を分割し、整備構想策定業務の予定価格

を設計し直して再度発注しました。 

 

 入札参加資格を満たす事業者は何者くらいあったのか？ 

 

市内本店２者、市内営業所１３者、県内本店３者、県内営業所７３者で、５年以内

の業務実績が確認できたのは、県内営業所のうち８者でした。 

 

 応札者が少なかった理由としては、何か考えられるか？ 

 

 今回の対象地区以外の機能診断業務は今回の落札者が受注しており、これまでの業

務との関連性から、他事業者の受注意欲が低かったものと推察されます。 

 

（その他、特に、意見・質問なし） 

 



事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

⑦ 市道田部木之本線用地補償調査業務委託 

【補償コンサルタント（物件部門）：指名競争入札】 

（資料に基づき、概要説明） 

 

 補償調査業務は、予定価格を類推しやすい業務ですか？ 

 

 歩掛の基準もあり、補償対象物件が１権利者の不動産及び動産のみのため、積算が

し易かったものと思われます。 

 

（その他、特に、意見・質問なし） 

 

⑧ ＡＬＴ（外国語指導助手）民間派遣業務委託 

【その他業務：随意契約（公募型プロポーザル方式）】 

（資料に基づき、概要説明） 

 

 前回（２年前）の提案者と今回の提案者は同じか？ 

 

 前回の提案者は、今回の提案者３者プラスNPO法人１者の４者でした。 

 今回の契約相手方は、現受注者で、履行状況も良好のようです。 

 

（その他、特に、意見・質問なし） 

 

議題（３）令和２年度下半期の取組 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

・積算疑義申立制度の運用状況 

・低入札価格調査手続きにおける「見積内訳の検討に係る判断基準」 

・長浜市建設工事等に係る設計違算に関する事務取扱要領 

・最低制限価格を設定する際のランダム係数の廃止 

（資料に基づき、概要説明） 

 

 積算疑義申立制度について、申立書を受理すべき対象かどうかの見極めは厳格に行

う必要があると思います。 

 

 変動型最低制限価格方式について、実勢価格を把握するのが困難な状況があるのな

らば、導入に向けて積極的に検討を進めても良いと思います。 

 

（その他、特に、意見・質問なし） 



議題（４）意見具申について 

委員長 

 

 

 

 

 

 余裕期間制度を積極的に活用して施工時期の平準化に努められたこと、また、格付

区分ごとの業者数と発注件数のバランスに関しても注視していることから、昨年度の

意見具申に対しては一定の対応が講じられたと認められる。 

 

 来年度に向けては、 

・積算疑義申立制度及び設計違算に関する事務取扱要領を適切に運用し、受注者及び

発注者双方の事務負担が軽減されるよう努めること。 

・施工時期の平準化について、引き続き余裕期間制度を積極的に活用するとともに、

債務負担行為の活用や円滑な繰り越し承認などの予算措置について、議会にもその

必要性を理解してもらうよう努めること。 

・設計違算対策として、発生した違算内容の情報共有と厳格なチェック体制の構築に

努めること。 

・応札結果から実勢価格を把握したうえで落札者を決定できる「変動型最低制限価格

制度」について、引き続き積極的に研究されたい。 

 

（委員長から示された意見具申案について、全委員了承） 

 

次回の開催：令和３年１１月頃 

案件抽出：規則第２条第２号の規定に基づき委員会が指定する工事等の抽出は、輪番により田嶋

委員が抽出委員となった。 


